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1 広島県中小企業団体中央会

　当組合は昭和47年、尾道の卸団地

（集団化事業）として開設されまし

た。尾道は、北前船寄港地として古く

から商人の町と栄え、近年は西瀬戸

自動車道（しまなみ海道）、尾道松江

線が整備され、山陰、山陽、四国を結

ぶクロスポイントとして重要な地と

なっています。

　組合開設から半世紀を経て、他の

卸団地と同様、組合員の主業種であ

る卸売業の減少、企業間格差の拡大

など、卸団地を取り巻く環境は、激し

く変化してきました。

　また、高度化資金（集団化事業）の

完済や転貸融資事業の終了など設立

当初の主要事業が役割を終え、組合

共同設備（冷凍倉庫、給油所、組合会

館）老朽化への対応など喫緊の課題

に加え、組合訴求力も低下しつつあ

り、新たな組合目標の設定が必要と

感じていました。

　新たな組合目標の設定に当たって

は、組合員がこの地で商売している

ことを誇りに思えるように、組合と

してどうしていくかを主眼に組合員

に共通する利益をあらためて見つめ

直しました。結果、地域の利便性を向

上させ、活力のある街を作ることが

組合の価値を高め、共通の利益につ

ながると考えました。

　そこで、平成20年、地元行政や大

学、関係機関等の協力も得て“新しい

時代に対応したベイタウン尾道”を

検討、活性化ビジョン「人と情報が行

き交い活発な事業活動が行われる、

開かれた街の形成」を策定、３つの基

本方向（①就労しやすい街に向けた

環境整備、②商都尾道としての経済

活力源形成、③地域連携と魅力ある

街の形成）を定めました。

　組合事業としてのまちづくりに取

り組む際に様々な世代に参画しても

らい、委員会や部会を通じてコンセン

サスを形成しながら進めています。

　平成21年度から27年度にかけ

協同組合ベイタウン尾道

活力ある開かれた街へ
～まちづくりをキーワードとした
組合活性化への挑戦～

理事長

福井 弘 氏

卸団地を取り巻く
環境の激変　　　

産学官と連携した活性化
ビジョン策定への取組み

卸団地の外観

ビジョンに沿った新たなハー
ド、ソフト事業への取り組み　
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て、卸商業団地機能向上支援事業（全

国中央会助成事業）を活用、ビジョン

の具現化に取り組みました。

　組合員の事業活動を補完する従来

の組合活動から大きく一歩を踏み出

し、将来に向けた事業活動の環境を、

組合自らが作り出していく「まちづ

くり」の試みです。

　まず、組合会館は平成27年11月

に隣接駐車場へ移転、跡地に大型商

業施設を誘致、団地内に一般消費者

が流入するようになり、新たな賑わ

いが創出され、これに合わせて業種

転換する組合員も見受けられるよう

になりました。

　また、人材確保がこれからの企業

経営上の大きな課題になると捉え、

就労しやすい街に向けた環境整備に

も取り組みました。

　尾道市と連携し組合会館内に子育

て支援施設や放課後児童クラブを設

置、さらに今年3月に団地内保育所

「すいみい保育園」を開園、子育て世

代が働きやすい団地へと生まれ変わ

りました。

　今回の事業を進める中で、広島県

からの助言もあって、組合として経

営革新計画の認定を受けました。活

性化ビジョンに加え経営革新計画で

詳細な事業計画を策定したことで、

組合が対応すべき課題やその解決の

ための道筋が明らかになり、これか

らのビジョンの実現可能性を高める

ことに役立ったと思います。

　さらに、施設整備に高度化資金を

活用するにあたり、従来であれば組合

役員の連帯保証が必要でしたが、関

係機関のご尽力と共に、経営革新計

画で事業性を評価されたこともあり、

団地組合としては全国で二例目の銀

行保証で対応することができました。

　今後は、活性化ビジョンの残され

た課題で全国の卸団地の共通課題で

もある、連棟老朽化の問題に取り組

んで行きます。

　組合がある東尾道西地区は工業団

地、魚市場、当組合で形成されてお

り、周辺の住宅地と隣接しています。

この地区が将来にわたり発展してい

くためには、地域一帯がどのような

機能や特徴を備えた街を目指すの

か、地域や行政と当組合を含めた事

業者が最初からビジョンをしっかり

共有した上で、地域が一体となった

まちづくりを進めて行くことが重要

だと考えています。

　その手始めに、放課後児童クラブ

や保育所の開設では、地域住民にも

広く利用を拡大しました。その他に

も、賛助会員制により、近隣地域の企

業と当組合の関わりも徐々に深まっ

ています。

　ベイタウン尾道は、これからも新

しい事業所が次々に生まれるよう、

「活力ある開かれた街」づくりを目指

して行きます。

（取材：福山支所　石本哲也）

協同組合ベイタウン尾道
広島県尾道市東尾道4-4
TEL：0848-20-2000

近隣地区を巻き込んだ　　
新たなまちづくりへの挑戦

すいみい保育園 放課後児童クラブ 大型商業施設



3 広島県中小企業団体中央会

2018年版中小企業白書・小規模企業白書の概要（抜粋）

【１】中小企業の景況感は改善傾向にある一方、大企業との生産性格差は拡大。
•中小企業の経常利益は過去最高水準。景況感も改善傾向にあり、都市と地域間のばらつきも縮小。
•他方、依然として大企業との生産性格差は拡大。中小企業の生産性向上が急務。

【２】未来志向型の取引慣行に向けて、下請取引は着実に改善。
•�下請Gメンによる下請企業ヒアリングでは、全体の約25％（※）の企業で具体的な改善を確認。
��※具体的な改善があった事例を集計した割合であり、残りの75％において不適切な取引が存在しているわけではない。
•�引き続き、未来志向型の取引慣行の実現に向けて、下請中小企業と親事業者の適正な取引を普及定着させ、賃上げでき
る環境の整備を図るための取組を推進。

中小企業庁が毎年作成し、公表している「中小企業白書」の概要版から、ピックアップしてご紹介いたします。

図2 交易条件指数の推移

図1 企業規模別の経常利益

図2 地域別の中小企業の業況
判断

図3 取引適正化に向けた取組（世耕プラン）

図3 企業規模別労働生産性の推移

図1 下請企業ヒアリングによる
下請取引の改善状況

2018年版白書の10ポイント
（現状分析）

１．中小企業の景況感は改善傾向にある一方、大企業との生産性格差は拡大。
２．未来志向型の取引慣行に向けて、下請取引は着実に改善。

（中小企業白書・テーマ別分析）
３．IT導入等を行う上でも、業務プロセスの見直しは生産性向上の大前提。
４．幅広い業種で多能工化・兼任化の取組が進展。生産性向上にも寄与。
５．IT導入のきっかけとして重要となるのは、地元のITベンダーなど身近な相談相手。
６．業務領域や一企業の枠を超えて連携することでITの効果は飛躍的に高まる。
７．生産性向上のためには前向きな投資が重要。引き続き投資を促進する必要。
８．事業承継等を背景に、中小企業のM＆Aは増加し、生産性向上に寄与。今後はマッチング強化が課題。

（小規模企業白書・テーマ別分析）
９．小規模事業者では、経営者に業務が集中。IT導入等による経営者の業務効率化が急務。
10．小規模事業者へ施策を浸透させる上では、支援機関の役割が重要。

図１：「法人企業統計調査年報」

図１：中小企業庁「下請企業ヒアリング」
により作成。 図２：日本銀行「全国企業経済短期観測調査」

図３：「法人企業統計調査年報」
図２：中小企業庁・(独)中小企業基盤
整備機構「中小企業景況調査」

大企業 中小企業兆円

年度

▲

▲

▲

▲

▲

▲

ⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣ

三大都市圏の平均 三大都市圏以外の平均
(DI、%p)

大企業 製造業 大企業 非製造業

中小企業 製造業 中小企業 非製造業
万円

年度

大企業 製造業
万円

大企業 非製造業
万円

中小企業 非製造業
万円

中小企業 製造業
万円

改善状況
支払条件 件以上で改善。「 ％現金払い」と

なった事例も多数。
原価低減要請 件以上で改善。「要請が無くなった」との

事例も。
型管理 件程度で、「金型保管コストの合理化に

元請が協力」などの事例。
平成 年 月 日付報道発表資料（対象： 社）をもとに作成。

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

大企業 全産業 中小企業 全産業

年

交易条件指数、％

※交易条件指数＝販売価格 ー仕入価格

①業種横断的なルーの明確化・厳格運用
・�「不適正な原価低減活動」や「金型の保管コスト押しつけ」等
の違反行為事例を、66事例から141事例に大幅追加。
・�親事業者と下請の望ましい取引慣行として、「生産性向上等
への協力」等を追加。
・�親事業者のうち大企業は、下請代金の支払いを可能な限り現
金で行う等、率先して取り組む。
②業種別の自主行動計画策定等
・�下請ガイドラン策定業種のうち、まずは自動車等に対して、
サプライチェーン全体での「取引適正化」と「付加価値向上」
に向けた自主的な行動計画の策定と着実を要請し、フォロー
アップ。平成29年3月末現在、8業種21団体が策定。
③下請Ｇメンによる下請企業ヒアリング調査
・新たに下請Ｇメンを配置し、年間2,000件以上、下請中小企
業へのヒアリングを実施し、適正取引に向けた取組に生かす。
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【３】IT導入等を行う上でも、業務プロセスの見直しは生産性向上の大前提。
•設備投資やIT導入などの生産性向上に向けた取組は、業務プロセスの見直しと併せて実施することで一層の効果が期
待される。業務プロセスの見直しは生産性向上の大前提。

【４】生産性向上のためには前向きな投資が重要。引き続き投資を促進する必要。
•中小企業の設備投資は、緩やかな増加傾向。
•�足下では設備老朽化等を背景とした維持・更新投資が中心だが、生産性向上につながる前向きな投資をより一層促進
していく必要。

【５】�事業承継等を背景に、中小企業のM＆Aは増加し、生産性向上に寄与。今後はマッチング強化が課題。
•�事業承継等を背景に、中小企業のM＆A件数は増加基調。買い手側の企業にとっても、シナジーを発揮し、生産性を高め
る契機となりうる。
•M＆Aの相手先を見つけたきっかけとしては、金融機関等の第三者からの紹介が多く、マッチング強化が今後の課題。

図1 業務見直しの実施有無別に見た、他の生産性向
上策により労働生産性が向上した企業の割合 [事例] 有限会社朋友(千葉県流山市)

図1
中小企業の
設備投資

図2
中小企業の設
備投資目的

[事例] 株式会社コイワイ（宮城工場）

[事例] 株式会社ＨＭＥ（三重県桑名市）図1
M&A実施企業と非実
施企業の労働生産性

図2
M＆Aの相手先を見
付けたきっかけ

資料：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング(株)「人手不足対
応に向けた生産性向上の取組に関する調査」(2017年12月) 金型交換作業の様子

省力化投資
を実施

新規投資･増産投資
を実施

導入
を実施

多能工化
を実施

アウトソーシング
を実施

業務見直し実施企業 業務見直し未実施企業
％

ⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣ

兆円・後方 四半期平均

年期

維持更新 生産（販売）能力の拡
大

製（商）品・サービスの質
的向上

省力化合理化 情報化への対応

年度 年度 年度
％

ロボット導入等により人手不足に対応しつつ、
生産性を高めた工場

【企業概要】
▶神奈川県の非鉄金属業。宮城工場は金属鋳造が主
　（従業員140人、資本金2,000万円。）
【具体的取組】
▶�金属鋳造は危険な重労働であり、震災の影響もあって、求人難に。
⇒特に危険な大型部品の鋳造工程にロボットを導入。
⇒女性が使いやすい電動式ハンドリフトを導入。

【効果】
▶ロボット導入で生産性は2.3倍。不良率は10％低減。
▶パートと派遣のうち、女性が過半数を占めるまで増加。
【コスト】
▶ロボット投資額は約5,000万円。
　(うち、ものづくり補助金による
額は3,000万円)
▶電動式のハンドリフト購入費用
は82万円。

Ｍ＆Ａをきっかけに、付加価値向上図った企業
【企業概要】
▶�計測機器等の開発設計・製造を行う企業。従業員100名、資本金
1,000万円。

【具体的取組】
▶�大企業で継続できなくなった事業や倒産した企業の事業、後継
者難の企業の事業で、自社の事業と親和性の高い事業等を3社か
ら取得。

【効果】
▶�取得した技術と自社を組み合わせてシナジー発揮し、新たな計
測機器・分析機器等を開発。グループ全体の売上・収益向上につ
ながっている。

【コスト】
▶�仲介手数料や相手先の事業評価のための費用を含
む、事業取得費用等

年度に ＆ を実施した企業

～ 年度の間 ＆ を一切実施していない企業
労働生産性

年度＝

年度

第三者から
相手先を
紹介された

相手先から
直接売り
込まれた

自社で
相手先を
見付けた

％

金融機関 他社
仕入先･
協力会
社

専門仲介
機関

コンサル
ティング
会社

他社
販売先･
顧客

公認会計
士､
税理士

事業引継
ぎ

支援セン
ター

その他

％

＆ の相手先を紹介された第三者

業務の徹底的な見える化を行った上で、
IT導入を進めたことで生産性を向上させている企業

【企業概要】
▶千葉県流山市のプラスチック製品造事業者。（従業員17名、資本金300万円。）
【具体的取組】
▶�中小企業診断士と二人三脚で徹底した業務の見える化を行ったところ、金型の交換作
業等がボトルネックとなり稼働率を低下させ、収益力を低下させていることが判明。
⇒設備にセンサーを置しクラウドを通じて、設備の稼働状況を収集･分析するIT
システムを構築。
⇒社長のリーダシップのもと、同システムを活用しながら稼働率向上に向けて、
PDCAを回していった。

【効果】
▶稼働率は約20%�向上。結果、利益率�は3.9倍に。
【コスト】
▶IT導入コスト約110万円。
　（うちものづくり補助金により79万円の補助）
▶システム開発期間約1.5か月

ロボット導入後ロボット導入前

服部一彌社長
同社が製造する
赤外線センサー
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共同受注の拡大を目指し組合事業を見える化
広島広告美術協同組合

福山地区消防組合と大規模火災時支援協定を締結
広島県東部生コンクリート協同組合

　広島広告美術協同組合(理事長　内田賢司)では、平成29
年度取引力強化推進事業を利用して、組合及び業界の認知
度向上を目的に、組合・業界の概要、活動内容等を紹介する
パンフレットを作成した。
　このパンフレットは、組合の沿革や主な事業、業界向上の
ために組合が取り組んでいることなど、組合事業を見える
化し、組合の信用力向上と受注拡大を目指している。
　組合では、以前よりホームページを活用して様々な情報
発信や、新たな共同受注獲得及び新規組合員の加入促進な
どを図っている。パンフレットにより、組合員が相手に直接
届けるツールが出来たことで、発注者等との交渉・打合せの

　広島県東部生コンクリート協同組合（理事長　高田浩平）
と福山地区消防組合は、大規模火災時に、消火用水をコンク
リートミキサー車で供給支援する「大規模火災時における
消火用水の供給支援に関する協定」を3月27日に締結。
　この協定は林野火災が発生し、現場付近の防火水槽、河
川等では消防水利が十分に確保できず消防隊の活動に支
障が出るおそれがある場合や、街区全体が被害を受けるよ

うな大規模火災の発
生を想定している。現
場付近の消火栓、防火
水槽、河川等では消防
水利に不足が生じる
場合、現場から離れた

際に意思疎通が円滑になることを期待している。
　さらにパンフレットの活用により、組合の魅力・求心力が
高まることで、新規組合員の加入促進につなげていきたい。

場所にある消火栓・消防用ポ
ンプから現場付近の防火水
槽や消火活動のために設置
された簡易水槽等へ、コンク
リートミキサー車を使って
消火用水を運搬するというものである。
　門田専務理事は「一昨年新潟県糸魚川市で発生した大規
模火災では、民間事業者のコンクリートミキサー車が防火
水槽等への給水に随分活用されたと聞いている。当組合で
も地域貢献できればとの思いから協定締結に至った。協定
には訓練の実施も盛り込まれており、大規模火災時には組
合として速やかに供給支援活動できるよう運用していきた
い」と述べられた。

協定書

組合会議室に於いて
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経済産業省「生産性向上特別措置法」による支援について
経済産業省

詳しくは中小企業庁及び当該市町にてご確認下さい

対象者
※１

資本金額１億円以下の法人、従業員数1,000人以下の個人事業主等のうち、先端設備等導入
計画の認定を受けた者（大企業の子会社を除く）

対象設備
※１

生産性向上に資する指標が旧モデル比で年平均１％以上向上する下記の設備
【減価償却資産の種類（最低取得価格/販売開始時期）】
◆機械装置（160万円以上/10年以内）
◆測定工具及び検査工具（30万円以上/5年以内）
◆器具備品（30万円以上/6年以内）
◆建物附属設備（※２）（60万円以上/14年以内）

その他要件 生産、販売活動等の用に直接供されるものであること/中古資産でないこと
特例措置 固定資産税の課税標準を、３年間 ゼロ～１／２（※３）に軽減

※１ 市町村によって異なる場合あり ※２ 家屋と一体となって効用を果たすものを除く ※３ 市町村の条例で定める割合

固定資産税の特例について

「先端設備導入計画」の概要

中小企業の生産性向上のための設備投資の促進

　「生産性向上特別措置法」が平成30年6月6日に施行されましたので、先端設備導入計画の概要について内容の一部を抜粋し
てお知らせします。

生産性向上特別措置法による支援 検索⬅

(
)

(
)

(
)

申請

認定

協議

同意

補助、金融支援等

地方税法において
固定資産税の減免※＊特別区

を含む

●　�「先端設備等導入計画」は、「生産性向上特別措置法」において措置された、中小企業・小規模事業者等
が、設備投資を通じて労働生産性の向上を図るための計画です。

●　�この計画は、所在している市町が国から「導入促進基本計画」の同意を受けている場合※1に、中小企業・
小規模事業者等が認定を受けることが可能です。認定を受けた場合は税制支援※2や金融支援などの支
援措置を活用することができます。

●　�先端設備等導入計画の認定を中小企業のうち、以下の一定の要件を満たした場合、地方税法において
固定資産税の特例を受けることができます。

※1 所在地の各市町にご確認下さい。　　※2 下記「固定資産税の特例について」をご参照下さい。

○ 中小企業の「生産性革命」の実現のため、市町の認定を受けた中小企業の設備投資を支援。（地方税法において固定資
産税の減免等）

※１ 固定資産税の課税標準を、３年間ゼロ～１／２（市町の
条例で定める割合）に軽減

（基準財政収入額の減少額については、市町の条例で定める
割合を用いて算定）
＜対象：以下を満たす設備投資＞
①市町の導入促進基本計画に基づき計画認定を受ける
②導入により、労働生産性が年平均３％以上向上
③企業の収益向上に直接つながる 等

※２ 併せて、「ものづくり・商業・サービス補助金」等の予算措
置を拡充・重点支援することで、国・市町が一体となっ
て、中小企業の生産性の向上を強力に後押し。

※１ 市町によって異なる場合あり　※２ 家屋と一体となって効用を果たすものを除く　※３ 市町の条例で定める割合
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■背景・目的
　当組合では、設立以来、土木資材用途のリサイクルガラス

の安定供給を目指して事業を展開してきた。新たなリサイ

クル対象を模索する中で、排出事業者から受入要望が多数

あったこと、材料構成の約80％がガラスであること、そし

て将来的にも大量廃棄が予想されていることなどから、太

陽光パネルのリサイクルに目を向けた。

■事業・活動の内容と手法
　当組合の理事長企業である（株）環境保全サービスは、数年

前から太陽光パネルのリサイクル装置の開発に取り組んでき

た。平成27年に特許を取得し、平成28年にはリサイクル装置

を開発。平成29年、産業廃棄物処理の許可を取得するに至り、

太陽光パネルのリサイクルを事業化する目途が立った。

　組合が窓口となって排出事業者から使用済み太陽光パネル

を受け入れ、太陽光パネルの破砕装置等を導入した組合員が廃

棄パネルのリサイクルを

実施し、アルミ枠・電極・導

線、ガラス、発電セル、バッ

クシートの４種類に処理

回収、ガラス、発電セルは

組合が購入し、グラスファ

イバーや発泡ガラスメー

カー、精錬工場（銀の回収）

へ販売。その他は金属・古

物商、セメント工場（助燃

材）へ紹介する。

　太陽光発電パネルは平成24年の再生可能エネルギーの

固定価格買取制度（FIT）導入以降、急速に普及したが、パネ

ルの寿命は20～25年であり、環境省のデータでは、寿命

を25年と想定した場合、その廃棄量は2020年3千トン、

2030年３万トン、2040年80万トンと推定されている。そ

のため、耐用年数経過後の大量廃棄は10～20年後である。

しかし、現在でも台風、大雨、大雪、竜巻等の天災による破損

品が多数排出されている。そこで、当組合では、廃棄太陽光

パネルのリサイクル事業を広くPRし、全国一円に廃棄パネ

ルの受入拠点を置き、循環型社会形成の一助となる活動を

展開している。

■成果
　太陽光パネルのリサイクルについては、全国初の取組み

として組合員が装置開発を行い、既に実証済みのリサイク

ル手法が確立されている。この手法は平成28年に環境省が

策定した「太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けた

ガイドライン（第一版）」で取り上げられるなど、当組合及び

組合員の取組みは業界のみならず、行政にも高く評価され

ている。

「平成29年度�組合資料収集加工事業報告書　先進組合事例抄録」より

～新たな販路開拓・市場開拓～

廃棄太陽光パネル
リサイクル事業の
全国展開の推進

廃ガラスリサイクル事業協同組合

■住所　〒023-0001　岩手県奥州市水沢区卸町4-7�株式会社環境保全サービス内
■TEL　0197-51-1281
■URL　http://www.glassrecycle.ne.jp/
■設立　平成12年5月　■出資金　3,600千円
■主な業種　その他のガラス・同製品製造業
■組合員　14人

太陽光パネルリサイクルシステム

「太陽光パネルリサイクル」事業体制

太陽光パネルのリサイクル

排出事業者 廃ガラス事業協同組合 機器購入会社

パネルメーカー 組合本部 組合員Ａ

㈱環境保全サービス ・金属類（有価物）
発電事業者 組合員Ｂ

受入窓口 ・発電セル（有価物）
工事会社 契約締結 組合員Ｃ

料金回収 ・ガラス小（有価物）
産廃業者 料金支払 組合員Ｄ

収益 ・ガラス大
廃棄ﾊﾟﾈﾙﾘｻｲｸﾙ 紹介手数料 （精製後有価物）
処理委託 ※㈱環境保全サービスが

平成２７年度補正ものづくり

補助金を活用して開発した

ガラス精製装置で資源化

中央会（助言） 可能となった

収益

処理代

製品販売益

ﾊﾟﾈﾙﾘｻｲｸﾙ後



食 料 品

繊維･同製品

印　　刷

化学・ゴム

木材・木製品

窯業・土石製品

鉄鋼・金属製品

一般機器

電気機器

輸送用機器
（自動車・造船）

そ の 他
（家具・装備品）

前 月 比 前 年 同 月 比
業　種 動向項目 売上高 業界の景況 売上高 業界の景況

卸 売 業

小 売 業

サービス業
（自動車整備・広告・警備・情報サービス）

建 設 業
（工事業）

商 店 街

運 輸 業
そ の 他
（不動産業）

前 月 比 前 年 同 月 比
業　種 動向項目

情報連絡員報告から

景況DI値の推移 （前年同月比）景況DI値の推移 （前年同月比）

（注）DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、
「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする
企業割合を差し引いた値です。

-30.0

-40.0

-10.0

-20.0

DI値(％)

広島
全国10.0

20.0

0.0

情報連絡員からのコメント紹介情報連絡員からのコメント紹介

増加･上昇･好転 減少･下落･悪化変らず

売上高 業界の景況 売上高 業界の景況

4月
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食料品
●4月の出荷量は前月比12.4%増加、前年同月比9.1%増加となり、売
上高は前月比13.5%増加、前年同月比5.2%増加となった。
木材・木製品
●厳しい状況が続いているが、今後は上向いてくる予想である。
●＜全国＞
・�平成30年3月の全国の住宅着工戸数は69,616戸で前年同月比
8.3％減少
・季節調整済年率換算値では89.5万戸(前月比3.4％減少)
・�利用関係別では、持家は20,576戸で前年同月比4.2%減少、貸家は
29,750戸で前年同月比12.3%減少、分譲住宅は19,019戸で前年
同月比3.6%減少
・木造住宅の着工数は39,736戸で前年同月比4.3%減少
・住宅着工の動向については、前年同月比で9か月連続の減少
●＜広島＞
・�広島県内の3月の着工戸数は1,602戸で前年比15.2%増加、このう
ち持家は393戸で前年比4.1%減少、貸家は763戸で前年比46.4%
増加、分譲は445戸で前年比3.3%減少
・�県全体の住宅着工動向は前年同月比で2か月連続の減少から増加
に転じたが、プレカットが繁忙を極めた昨年後半の勢いはなく、
地域別では広島市が着工戸数737戸で23.5%増加、呉市が105戸
で200%増加、三原市が102戸で308.0%増加、廿日市市は48戸で
50.0%増加となった一方、福山市は320戸で2.4%減少、東広島市
は94戸で53.7%減少と地域ごとにばらつきがある結果となった。
全体としては全国的に不需要期の中で大きな落ち込みはなく、新
年度予算執行への期待感もあるが、将来的に住宅着工戸数の減少
が予想される中、経営規模や業態によって景況感に偏りがある聞

き取りとなるなど、依然中小会員の経営環境は厳しい。
印刷（出版・印刷・同関連）
●各社設備更新時期を迎えた機械が多くあると思うが、設備導入に踏
み切る会社とそうでない会社とで大きな岐路となっている。
　今は、2020年の東京オリンピックの年度までに設備環境をある程
度整え、その後に備えるラストチャンスの時のように思われる。
化学・ゴム（工業用ゴム製品）
●先月から特に変化はない。
　生産増加への対応として、技能実習生の活用や省人化、能率アップが
あげられる。遊休設備を整理し、生産スペースを確保後安価な設備調達
をするなど、投資抑制をしなければならない状況である。
化学・ゴム（プラスチック製品製造業）
●売上は全体的に各社良い状態で横ばい傾向にある。
　樹脂原材料の値上げが始まっており、各社収益悪化を懸念されている。
窯業・土石製品
●出荷状況(24工場）
　30年4月��2,603㎥（前年比18.8%減少）
　30年3月��3,157㎥
　29年4月��3,206㎥
鉄鋼・金属製品（鉄鋼業）
●生産量は増加しており、自動車関連は稼働率が高い。受注高も概ね増
加傾向にある。
●鉄鋼など材料の高騰だけでなく、油やコークスなどの燃料も値上が
りしているが、価格転嫁が難しい状況である。
一般機器（一般機械器具）
●売上の前月比減少は、新年度に入って受注が落ち着いたためである。
　当組合の課題としては、役員の高齢化、世代交代である。
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●新卒者、既卒者の採用について、募集をしても採用に繋がらない。
●今月は、スポット受注の増減により前月比14.3%減少、前年同月比
27.9%増加となった。
　国内の工作機械業界の売上は、過去最高で単月で1,800億円超えと
なった。
電気機器（電気機械器具）
●今月は、国内の売上が前月比20%増加、輸出が12%減少の結果、前月
比4.5%増加、前年同月比6.4%減少となった。
輸送用機器（輸送用機械器具（自動車））
●組合員の業況は、ビジネス依存度の高い主要顧客（マツダ）の下記業
況に比例している。マツダの国内生産台数が継続して高レベルにある
ため、好況を維持
・�4月の国内自動車販売台数は全需が366千台、前年同月比3.2%増
加と7ヶ月振りの前年超え。登録車は前年比0.5%増加と7ヶ月振り
の前年超え、軽自動車も7.8%増加と2ヶ月振りの前年超え。マツダ
車は15.6%増加と2ヶ月連続の前年超え
・�マツダ車の3月の海外販売合計台数は138千台、前年同月比9.5%
増加と3ヶ月連続の前年超え
・�マツダの3月の輸出動向については、輸出台数は前年比2.0%増加
と3ヶ月連続の前年超え
・�マツダの3月の国内生産台数は、前年同月比1.7%減少と4ヶ月振り
の前年割れ

輸送用機器（輸送用機械器具（造船））
●中小造船業については、前月と大きな変化はない。
●県内2,500総トン以上の平成30年4月の船舶建造許可実績は1隻
151,000総トン(前月7隻302,300総トン、前年同月2隻104,500総ト
ン)であった。なお、この1隻は貨物船で輸出船であった。
その他（家具・装備品）
●当組合の29年度の売上は前年同月比約2％%減少。
　全体としては、ベッド関係が健闘し、学童デスク関係が苦戦している。
リビング、ダイニング関係は5%減少でほぼ前年並みで推移している。
　資材の値上げやグリーンウッド法の影響が懸念される。

卸売業（卸売業（総合））
●大手運送業者の運賃値上げと石油製品価格の上昇から、中小企業は
コストアップとなっている。
　「資材関連」においては、受注状況は、前年比下振れの予想、受注競争
激化が予想される。
　「雑貨」においては、地方小売店の販売は低調。日用雑貨は販売苦戦中。
　「食品」においては、外食産業向けは前年比減少傾向が継続している。
　4月末にイオンのTHE　OUTLETSがオープンし、一部組合員の売上
は増加したが、影響は限定的である。
　小売業側は在庫抑制から小量や頻度発注が多いが、卸業としては多
量小頻度の発送が好ましく、小量の場合は運賃負担を求めていく必要
がある。
卸売業（電設資材）
●広島県の2月の住宅着工状況は、前年比2.8%減少。内訳としては、持
家は前月比11.1%減少、分譲14.9%増加、貸家8.1%減少となり、分譲
は増加したが、持家、貸家は減少した。3月の年度末を終え、落ち着いて
いる状況である。民間工事に関しては、夏頃から多少活発になる予想で
ある。
卸売業（家具）
●廃業のため、5月末で1社、6月末で1社脱退。又、5月末で店舗返却の
ため1店舗閉店する予定である。
卸売業（畳・敷物）
●国産畳表の販売状況は、依然として伸び悩んでいる。取扱量も減少し
ているが、4月に入り、受注が増加傾向にある。
　中国産畳表についても、年度末は比較的受注は増加したが、前年比は
減少している。
　化学(パルプ)畳表JIS規格では、堅調に推移している。半畳表はカ
ラーバリエーションが豊富であるため若年層に人気があるが、耐久性
については不明である。
小売業（各種商品小売業）
●4月下旬、広島市西区に大型商業施設の開業を控え、広島都市圏内で
大型店舗間の競争に拍車がかかり、販売価格の低下傾向が続いている。
　中小小売業、外食業にとっても販売員・従業員の確保に影響を及ぼし

ており、経営環境に厳しさが増している。
●4月の売上は前年比変化なしとなったが、客数は減少している。要因
は不明である。
小売業（家庭用電気機械器具小売）
●今月の販売実績は前年同月比4.2%減少となった。商品別では、液晶
テレビ前年同月比10.5%減少、冷蔵庫同2.9%減少、洗濯機同3.7%減
少、IHクッキングヒーター同2.4%増加、エアコン同3.5%増加となった。
小売業（その他の小売業（燃料））
●3月末から毎週のように仕入価格が高騰してる。しかし、小売価格に
転嫁出来ていないように見うけられる。資金繰りも不安である。
　例年、大型連休明けは需要が減少するため、販売量の低下を意識しす
ぎて廉売になりがちである。仕入価格の上昇、原油価格の動向や為替動
向も気がかりである。
商店街（各種商品小売業）
●3月に開催した”まちゼミ”では周知不足もあり、明らかな集客、売上
効果はなかったが、お客様アンケート（173件の回答）を集計した結果、
呉市内の女性参加者が80%を超え、年齢層は40代～60代が60%、職
業と交通手段から、近隣の主婦層（パートを含む）の参加者が多いこと
がわかった。次回9月の第2回開催の際の参考としていきたい。
サービス業（自動車整備業）
●車検台数は前月比16.1%減少、前年同月比1.2%増加。車検場収入は
前月比18.4%減少、前年同月比1.0%増加。重量税・登録印紙の売上は
前月比32.1%減少、前年比3.2%減少となっている。
　前月比の減少は、毎年3月の季節的要因である。
サービス業（広告業）
●年度末の特需が一段落し、例年5月は閑散期である。残務は期待した
ほどではなかった。
　依然、人手不足である。
建設業（工事業）
●カーテン、敷物、壁装クロスの3品目について、今月は繁忙期の前月
に比べ62.8%減少と大きく減少した。前年同月比もカーテン58.5%減
少、敷物56%減少、壁装クロス4.7%増加と3品目合計で39.1%減少と
なった。
　大型物件が一段落し、しばらく低調の見込みである。
●4月の工事受注件数は、前月比5%減少、前年比17.9%増加となった。
●新年度に入り、各自治体による公共案件の早期発注が期待されてい
たが、大型案件の発注が中心で発注件数は各発注機関とも少なく、中小
規模向けの工事の減少に景気の鈍化を感じる。5月の連休明けからの
発注案件に注目していきたい。
運輸業（道路貨物運送業）
●4月は、3月期末の反動で売上高、収益状況共に前年比減少となった。
前年同月比では売上高においては大きな変化は見られなかったが、軽油
価格が前年比9円/L～10円/L上昇しており、収益状況は悪化している。
　軽油価格は前々年度の同月と比較すると20円/L強上がっており、荷
主に対し運賃値上げ又は燃料サーチャージの申し入れをしないと、ド
ライバー不足と相まって経営環境が不安視される。
●4月の荷動きは、中旬以降は前年同月比増加となった。鉄鋼、鋼材関
連の荷動きは変化なく順調である。
●今月は、3月の繁忙期の反動で荷動きが悪く、収益状況も悪い。
　運賃値上げ交渉に応じる荷主も増えてきたが、中東地域の地政学リ
スクにより燃料価格が上昇しており、収益状況は改善していない。
水運業
●船員の高年齢化が進んでいると同時に若年船員が育っていないた
め、船員不足である。
　運賃、用船料の改善が見られない。
　内航輸送に関して、対累計前年比では、特に大きな変化はない。
その他（不動産業）
●前月は、公的評価、地価公示、相続評価の入金があったため、売上高等
が増加、好転した。
　前年同月比は、昨年は固定資産標準宅地評価の入金があったが、今年
はないためその分売上が減少している。
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　当社は、作業用手袋・長靴などの製

造・販売を手掛け、今年で創立76年

になります。本社は竹原市忠海町に

あり、工場は国内では忠海町と三原

市本郷町に、海外ではタイと中国に

あります。

　創業者の祖父が大正13年、呉市の

海軍工廠で作業する人が着用する

円管服（つなぎ服）を仕立てる縫製業

を始め、昭和17年に「呉布帛工業」を

法人として設立しました。戦後に縫

製業から紡績業に事業転換し、社名

も「忠海紡績」に改名、昭和45年から

は当社のナイロン製足袋の商品名で

あった「アトム」を社名としています。

　忠海紡績時代、市場環境の変化な

どから紡績業が衰退し、昭和29年に

その打開策として独自商品の足袋を

開発しました。

　当社の足袋は、使い古した米国製

ナイロンストッキングから再生した

糸を使っていたことから丈夫で、「ケ

ガをしない足袋」と稲作農家で評判

になっていました。そこでさらに丈

夫な足袋を検討し、底にゴムを貼っ

た「ナイロン田植タビ」が誕生しまし

た。それが現在国内シェア7割の田

植用長靴の原点です。

　当社は、多様化するニーズに応える

ため、最終ユーザーとなるお客様から

直接声を聞くことを重視しています。

　営業担当は農家や工場などの現場

へ伺い、当社の商品を選んでいただ

いた理由や現場で困っていることな

ど、そこで働く方々の声に注意深く

耳を傾け、開発担当にフードバック

します。この姿勢が評価され、お客様

から「従業員にアンケートをとって

みよう」、「新商品のモニターをやっ

てみよう」と提案していただくまで

になりました。

アトム株式会社

お客様の声に注意深く耳を
傾ける伝統でさらなる
進化を 代表取締役社長

平 雄一郎 氏

エアテクターエックス

ナイロン田植えタビ

多様化するニーズに応えるべ
く、たくさんの商品を開発

創業は縫製業からスタート



当会が地域事務局を担っているものづくり補助金に採択された会員組合員企業の
経営トップの経営方針や未来への想いなどを紹介しております。
当コーナーが企業間連携や異業種交流へと繋がることを期待します。
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　この活動は大変ですが、本当の

ニーズを知るためには必要なので

す。ここから現場に即した斬新な発

想が生まれ、新商品のヒントや、主力

商品の作業用手袋の毎年行うきめ細

かな改良に繋がっています。

　履物類では、コンパクトに畳める

長靴が好評です。

　約10年前、この長靴を改良した

バードウォッチング用の長靴を発売

しましたが、使用場面として想定し

ていた冬よりも夏によく売れるので

その理由を調べたところ、夏の野外

コンサートに行く女性が購入されて

いたことが分かりました。バックに

入れて携帯できることが魅力とのこ

とで、コンパクトに畳めるという収

納時の目線で開発しましたが、持ち

運びやすいという運搬時の目線があ

ることは予想外でした。そこから女

性向けにさらに軽量化を図り、新商

品に繋げていきました。

　近年では、機能面だけでなくデザ

イン性を重視した開発も手掛け、グッ

ドデザイン賞を3度受賞しました。

　「使う人にとっていかにやさしい

か」をコンセプトとした『らくらく長

靴大地』（2008年度）、「お客様に安心

感と作業性の良さを実感してもらえ

る手袋」を目標とした『エアテクター

エックス』（2010年度）、そして、「今ま

でとは違う新しい価値を付加した」作

業用長靴『グリーンマスター』（2014

年度）。

　特に『グリーンマスター』は、作業

性を考えてウエットスーツの素材を

使うことで、機能面で優れているだ

けでなく、デザイン性においても、こ

れまでの作業用長靴のイメージを変

えた個性的な商品となりました。『グ

リーンマスター』は、これからの農業

を支える若い人達にも振り向いても

らいたい商品で、数々の展示会に出

展しPRしています。

　我が国の現状といえば、人材不足

の状況をなんとか克服しなければな

アトム株式会社
広島県竹原市忠海東町4-2-1
TEL：0846-26-1258

グリーンマスター

らないことから、工場の製造ライン

の自動化・IT化などにより、効率性が

実現され、現場で働く人はどんどん

減少し、作業用手袋など当社が取り

扱う商品の需要は減りつつありま

す。

　このような状況であっても大切な

ことは、お客様の声に応え続けるこ

とだと考えます。そして、永遠のテー

マである働く人の安全を支え、お客

様に支持していただける品質を追い

求めなければなりません。

　当社は、お客様の声に注意深く耳

を傾ける伝統が強みであり、その強

みを活かして商品の開発・改良に努

め、高品質の商品をお客様に使って

いただくことを喜びに感じていま

す。

　これからもお客様の声をダイレク

トに聞きながら、新しい商品づくり

に挑戦したいと思います。

（取材：連携支援部　角崎暢彦）

らくらく長靴大地

機能面だけでなくデザイン性を重視
～グッドデザイン賞３度受賞～

お客様の声に応え続け、
さらなる挑戦を



13 広島県中小企業団体中央会

企業のみなさまへ…企業のみなさまへ…
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公益財団法人

産業雇用安定センター
■広島事務所
　〒730-0036 広島市中区袋町 3-17　シシンヨービル 9 階

TEL 082-545-6800 FAX 082-541-5377
■福山駐在事務所
　〒720-0812  福山市霞町 1 丁目 1-1　福山信愛ビル 7 階

TEL 084-927-3511 FAX 084-927-3512

URL http://www.sangyokoyo.or. jp/

●個人情報は、職業紹介業務以外に使用することはありません。
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人材募集人材募集

公益財団法人産業雇用安定センター
は、経済・産業団体と労働省（現
厚生労働省）の協力により設置され
た出向・移籍（再就 職 支援）の専
門機関です。情報の提供、相談、あっ
せんについての費用はかかりません。

※ご利用時間 9：00 ～17：00（土・日・祝日を除く）
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中小企業団体全国大会 第70回第70回

＝大会の目的＝
このたび第70回中小企業団体全国大会が京都市で開催されます。この大会では中小企業者で組織
する全国約３万組合等の意見を総意としてとりまとめ、内外に広く表明するとともに、政府等に対
して中小企業の実情と振興施策を訴え、中小企業の持続的な成長と豊かな地域社会の実現を図る
ことを目的として、次のテーマを掲げ開催します。

「明治150年　歴史と文化　地域を支える中小企業が未来を拓く」
◯主催
全国中小企業団体中央会・京都府中小企業団体中央会

◯大会参加料
　１人　6,000円

◯期日及び場所
　日　　　時：平成30年9月12日（水）午後2時30分～4時30分
　場　　　所：上七軒歌舞練場（来賓、中央会代表者、表彰者会場）

京都府京都市上京区今出川通七本松西入真盛町742
西陣織会館（組合代表者、物産展会場）
京都府京都市上京区堀川通今出川南入堅門前町414

　会場参加者：約1,700名
　来　　　賓：関係大臣、政党代表、中央・地方関係機関の長
　大�会�内�容：祝　　辞

議　　事（議案審議、意見発表、決議）
表�彰�式（優良組合、組合功労者、中央会優秀専従者等）
大会宣言

大会参加者およびツアー参加者の募集について
広島県中小企業団体中央会では、近々この大会への参加募集および大会参加ツアーのご案内を行い
ます。組合関係者の皆様のご参加をお待ちしております。
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☆青年中央会に是非ご加入を☆

通常総会終了後のお手続きはお忘れなく！

　青年中央会には、現在様々な業種の27会員(個人会員含む)、約400名の若手経営者が入会し、様々
な活動を通じて参加メンバー間の絆を深めながら、問題の解決、ビジネスチャンスの拡大に向けて互
いに助け合っています。
今こそ青年中央会の活動に参加して、一緒にチャネルを広げましょう。興味を持たれた方、参加してみ
ようと思われた方は、事務局までご連絡ください。

【お問い合わせ】　広島県中小企業団体青年中央会　事務局
TEL:082-228-0926　　FAX:082-228-0925※

広島県青年中央会ではFacebookページを開設しております。
詳しくは右のＱＲコードから是非ご覧下さい。

　通常総会終了後は、所管行政庁及び法務局に対し、各種届出が必要となります。
忘れずに届出を行ってください。

ご不明な点がありましたら、中央会の各組合担当者までお気軽にご相談ください。

【本所】TEL：(082)228-0926　【福山支所】TEL:(084)922-4258

【所管行政庁】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チェック）
○　決算関係書類提出書の提出　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
○　役員変更届書の提出（役員に変更があった場合）　　　　　　　　　□
○　定款変更認可申請書の提出（定款変更を決議した場合）　　　　　　□

【法務局】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チェック）
○　代表理事変更登記の申請（役員改選で重任の場合も必要）　　　　　□
○　改印届書の提出（代表理事が別の方に変わった場合）　　　　　　　□
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表紙の
ことば

5月 M a y  2 0 1 8事 務 局 日 誌

当会のメルマガにご登録いただいた方には、公の施策やセミナー案内状などの「最新情報」を定期的にお届け致します。
組合運営に係るお役立ち情報をお届け致しますので、是非ご登録ください！！

E-mail:chuokai@chuokai-hiroshima.or.jpご登録はこちらのアドレスへご一報下さい。

メルマガ会員募集中

17 広島県中小企業団体中央会

8日
11日
11・12日
18日
18日
23日
28日
30日

●事務局代表者協議会第１回役員会 （ローズコム福山）
●組合士会第１回理事会 （中央会会議室）
●㈿三次ショッピングセンター企業連携支援アドバイザー派遣事業（中小機構） （組合会議室）
●広島市北部造園㈿商店街等活性化支援アドバイザー派遣事業（広島市） （(株)エー・エス・エー平原営業所）
●広島県商店街（振）連合会第１回理事会 （ホテルセンチュリー21広島）
●中央会 平成30年度第１回正副会長会議・理事会・表彰委員会 （メルパルク広島）
●呉本通商店街（振）特別問題講習会 （トゥモロークラブ会議室）
●中国ブロック青年中央会総会 （広島県東部機械金属工業㈿）

　ゴールデンウィーク前半、今年２度目となる島根県浜田沖の船釣
りに行って来ました。悪天候が続く中、当日は幸運にも久々の釣り
日和となり、70㎝級の桜鯛を期待して船に乗り込んだものの、現実
は狙った獲物と違いイサキの35～40㎝がぽつぽつといった状況。
　食いが悪いと愚痴を言っていても仕方がないと、浮き釣りにもか
かわらず老体に鞭打って時折竿をあおり必死の誘いをかけるも、お
昼前には腕が上がらなくなり限界に！やはり年には勝てません。
　「近年、海の環境がどんどん変化している！季節にあった魚種が釣
れなくなった。」と船頭さんが嘆いていました。長年の経験と蓄積さ
れたデータを駆使して操船される方でも予測しにくい厳しい状況に
なっているのかと感じています。結果、苦労しながらもイサキ18匹の
釣果、次回６月の大鯛、ヒラマサに期待しての納竿となりました。
　釣りとは、刻々と変わる海の状況に神経を集中し、いかに迅速に対
策をとるかのひと言です。仕事と一緒で待っていても結果は出ません。
体力の限界に挑戦していますが、ストレス解消には最高の１日です。

（国安）

　北広島町で毎年6月に行われる「壬生の花田植え」。音頭取り
が鳴らすささらの拍子に合わせ、菅笠を被った早乙女が田植
歌を歌いながら早苗を植えていきます。田の神を祭って無病
息災と豊穣を願う農耕儀礼であり、同時に重労働である田植
え作業を楽しくしようと生まれた行事です。現在西日本に残
る花田植えとしては最大の規模を誇り、ユネスコの無形文化
遺産にも登録。きらびやかな装具をつけた飾り牛と共に総勢
100余名が賑やかに演じる、華麗で壮大な田園絵巻は、北広島
の初夏を彩る一大イベントになっています。

北広島の田園を華やかに彩る菅笠姿の早乙女

壬生の花田植え
＆菅笠

※太字になっているものが、広島県中央会の事業・行事になります。

会報「中小企業ひろしま」
を購読してみませんか？ 購読に関して気になる点がございましたら、お気軽に御連絡ください！

当会情報調査部�会報担当者�まで　TEL：082-228-0926

１宛先につき　300円/月（300円/月×12=3,600円（年間購読）【税込・送料込】
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製造技術者のための

油圧実践技術

《コース番号》 Ｐ１３Ｔ１

《日程》

《受講料》 １４，０００円

金属材料と熱処理技術

《コース番号》

《日程》

《受講料》 円

『能力開発セミナー』とは

ものづくり分野を中心とした技能・技術および専門的知識の向上を目的とした在職者の方を対象とした職業訓練です。

《受講料》 円

能 力 開 発 セ ミ ナ ―

金属加工・溶接分野

電気・電子・制御分野

まずはお気軽にお問い合わせください。

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構広島支部 広島職業能力開発促進センター（ポリテクセンター広島）

〒７３０－０８２５ 広島市中区光南５－２－６５ ＴＥＬ：０８２－２４５－４３３８ ＦＡＸ：０８２－２４５－３９２６

ホームページの情報もご覧ください。

ＵＲＬ

※公的職業訓練の愛称・キャッチフレーズが「ハロートレーニング～急がば学べ～」に決定しました。

ポリテクセンター広島

ポリテク広島 検索

機械設計・加工分野

建築・居住分野

実践機械設計技術 ２次元

設計 ２次元ＣＡＤ編

《コース番号》 Ｐ１００２

《日程》

《受講料》 １２，０００円

機械設計技術者のための

旋盤実践技術

《コース番号》

《日程》

《受講料》 １０，３００円

ＬＡＮ施工・評価と

ルーティング技術

《コース番号》

《日程》

《受講料》 円

サスティナブル住宅の

企画設計

《コース番号》

《日程》

《受講料》 １０，２００円

ＰＬＣによる

自動化制御技術

《コース番号》

《日程》

《受講料》 円

※上記のほか、訓練内容・日程・時間帯を個別にご相談しながら、計画・実施するオーダーメイドセミナーも承っております。

金型補修溶接

（プレス金型）

《コース番号》

《日程》

《受講料》 円

ＴＩＧ溶接技能クリニック

《コース番号》

《日程》

《受講料》 円

電気設備設計技術

（ＣＡＤ設計編）

《コース番号》

《日程》

《受講料》 円

組込み技術者のための

Ｃプログラミング

《コース番号》

《日程》

《受講料》 円

被覆アーク溶接実践技術

（各種姿勢溶接）

《コース番号》

《日程》

《受講料》 円

ＴＩＧ溶接技能クリニック

《コース番号》

《日程》

《受講料》 円
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